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要旨
　関・観音山西国三十三所石仏群は、札所を示す木札と石仏との間に齟齬が多く混乱していた。そこで本尊に関す

る３種類のデータと石仏を比較の上、全石仏を対象に同定し直した。また、石仏に幕末期の石工丹波佐吉の銘を従

来より多く21件確認した。作業を通して佐吉の表現を細部まで確認できた。

キーワード：丹波佐吉、石仏、西国三十三所巡り、観音山

１．はじめに
　三重県亀山市関町は、古代には「鈴鹿関」が置かれ、江戸時代には東海道の宿場町としてにぎわった古くからの

交通の要衝である１）。国の重要伝統的建造物群保存地区に指定されている２）町をはずれたところに西国三十三所巡

りの石仏群を備えた観音山がある。石仏が幕末期の石工村上佐吉（丹波佐吉）により作られた１）ことは確実で、

佐吉の銘がかなり多く確認できる。

　佐吉の作と言われる石造物３～６）は多いが、石仏には銘のあるものが少ない。そのため、佐吉研究は銘がよくあ

る狛犬が中心となり、石仏については遅れをみせていた。そのような中で本石仏群は銘が確認できるものが多いた

め極めて重要である。しかし従来地元以外に知られることが少なく、研究対象から外れていたが、近年佐吉への関

心が高まり、本石仏群もようやく研究論文７）に取り上げられるに至った。

　ところが、本石仏群では石仏札所を示す木札が石仏像容と一致しないものが多い。この混乱は多くの札所名が、

石仏とは別の木札で表示されていることに由来し、近年でも木札の位置が変わっていることがある。佐吉への関心

の高まりから見学者が増加する中、各々番号違いの報告がなされる可能性があり、早急に全体を修正し明確に示す

必要がある。それは、高い内容をもつ石仏を地域の財産として保存していく上でも、江戸時代の石工と石仏につい

ての研究の進展に貢献する上でも重要である。森下氏は一部修正案を提案している７）が、本稿では、今後の保存

と研究に寄与するために、石仏群全体の再検討を行った。

２．方法
　本石仏群は１～６件が一つの龕にまとめて設置されている。龕の認識番号Ⅰ～Ⅸ（図１）は地元の木崎嘉秋氏か

らの関町歴史クラブ資料に従った。
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　龕は、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴを除き大きな礫岩を刳りぬいたもの

である。例外の３件の内、Ｉはコンクリート製、Ⅳは細

工した礫岩を組み合わせたもの、Ⅴは天井がコンクリー

トで壁は人頭大の礫岩をコンクリートで固めたものであ

る。

　龕内の石仏は、札所番号順ではない上、木札の混乱が

あるために、わかりにくい。そこで、龕内でも向かって

左から順に①～と配置番号をつけることにより、龕識別

番号と合わせて石仏の個体番号とした（詳細は３で述べ

る）。龕内１件のみの場合（Ⅰ、Ⅳ）配置番号はない。

全体、部分の写真を撮影し、石仏像容の特徴を比較した。

　札所本尊像容については３種類の情報を確認した。第一は実際の本尊（お前立も含む、以下「実物」とする）、

第二は江戸時代の「仏像図鑑とも言える増補諸宗仏像図彙」８）（以下「図彙」）、第三は西国三十三所霊場本尊木版

画を集めた掛軸９）（第二著者所蔵）（以下「掛軸」）である。本尊実物については、引用文献・資料10）、11）を中

心に同12）で補完した上で各寺のHP、Wikipedia（最終閲覧：札所により2020年６月５日～９月９日）も参照した。

一覧は付表１のとおりで、本尊が秘仏で詳細不明の場合、お前立ち等を参考にした。札所の名称は2020西国三十三

所札所会による「西国三十三所巡礼の旅 saikoku.gr.jp」に従った（最終閲覧2020年11月12日）。なお千手観音につ

いては「千手千眼観音」、「十一面千手千眼観音」等の名称もあるが、本稿では統一して「千手観音」とした。掛軸

は制作年不明であるが、表装の状態等から江戸時代のものではないかと考えている。各図の大きさ（縦９～15、横

５～８cm程度）と様式、鮮明さが異なっているため、札所発行の御影を表装したと考えられる。

　本稿で用いた、像に関する主な用語は図２のとおりである。石仏の中に円光背をもつものがあるため、光背の形

を佐吉の拘りと判断し、重視した。本稿で頭部と体部の光背を区別する時、それぞれを頭光、身光と呼ぶ。本石仏
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図１　観音山内の龕の配置と認識番号　
（関町歴史クラブ資料を参考に作図）

図２　本稿で用いた主な用語
上の舟形光背（千手観音）の図では、煩雑さを避けるため身光と錫杖・三叉戟の長い柄を省略
している。来迎印の親指に対向する指は人差し指に限らない。　　　　　　　　　　　　　　



の舟形光背周縁部（頭光や身光の外側）には、模様のない場合とある場合がある。

その模様には雲や蔓草の他に炎状のものがあり、これを火炎と区別して光炎13）

模様とした。さらに、光背の頂部に三弁宝珠模様（図３）他の特別な模様がある

場合がある。また持物の中で、蓮華が水瓶に入っている場合、華瓶とする。

　

３．石仏札所名の検討
　観音山石仏群の像容（2020年６月２日現在）は付表２の左側に示したとおりで

ある。付表２では、龕別に、龕内では左からとなるように並べてある。以下文中

で用いる石仏個体番号はこの表に従い、例えばⅢ①33の場合「Ⅲの龕にある左端

の33番の札をもつ石仏」を表わしている。実際の札所本尊を示す場合は「31番」

のように表す。付表２の右側は判定結果であり、それも合わせて石仏を示すときはⅢ①33→31番と表現する。調査

時によっては札の移動があるので、付図１の写真を参考にして欲しい。付図１も龕内の配置に従って左から並べて

ある。

　なお、Ⅴ龕では、横一列ではなく１件が奥に配置されている。しかも札所を示す木札がない。関町歴史クラブ資

料の写真によると、1989年12月25日当時各石仏の前に木札があり、その写真説明は左から16、３（奥）、25となっ

ている。しかし同資料中の表では25、３、16と逆になっている。一方、森下氏の論文ではこの配置までは不明であ

る。そこで、本稿では左をⅤ①16又は25、奥をⅤ②３、右をⅤ③16又は25とする。さらにⅤ龕では、道案内立札で

も「16」が「６」と誤記されており、混乱しやすい。

　個々の石仏の判定にあたっては、各石仏を仏像の種類から区分した上で札所本尊と比較した。結果は表１～７の

とおりである。表中矢印の左側が現在の石仏の状況で、右側は判定した札所本尊の特徴である。ただし表１～６と

千手観音立像を扱った表７については表記方法が異なっている。表１～６では、石仏も本尊も特徴の種類を分けず

にまとめて記し、さらに表右側の「本尊の特徴」では、参考とした実物、図彙、掛軸の像容の中でより近い資料デー

タをＡに、ややずれる資料データをＢに配置した。また表中の「実物」表記に（前）等が付記されているのはお前

立等からの情報である。表３で「右手」、「左手」表記に（上）又は（下）の付記があるのは、“上に挙げている”、

あるいは“下に下げている”の意味である。一方、表７では図彙、掛軸からのデータだけに絞り、光背他を別項目

として立てた。

３．１　33所中各１件だけの像（表１）

　各１件ずつの観音は准胝、馬頭、不空羂索の３件である。この中で准胝（11番

深雪山上醍醐准胝堂）、馬頭（29番青葉山松尾寺）は、特徴が明瞭なため、実物、

図彙、掛軸間でも馬頭の光背以外像容が一致しており、石仏も間違いない。

　不空羂索に関しては、その特徴ある光背（図４）により、Ⅴ①16又は25を９番

興福寺南円堂不空羂索観音と判定できる。この光背は図彙、掛軸でも最も目立つ

特徴となっており、石仏では、実物よりも単純化された図彙、掛軸の表現に近い。

不空羂索の特徴である羂索は、図彙や掛軸の図でははっきりしないが、石仏では

良く表現されている。さらに同観音の特徴である鹿皮の衣については、本尊では、

図彙：普通の衣、掛軸：不明、実物：現状ではわかりにくい、という状況である
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図３　三弁宝珠模様
 （地の模様は光炎模様）

図４　Ⅴ①16又は25→９番



が、石仏では腹部の動物の頭で示されている。さらに、石仏の三面の顔（図４）は９番本尊（実物、図彙、掛軸：

いずれも一面）とは異なる表現である。この、Ⅴ①16又は25石仏がもつ「三面、動物の頭」は「新纂仏像図鑑地之

巻」14）（昭和７年1932）の不空羂索観音の図に見ることができ、石仏制作当時にも同様の図があったように推測さ

れる。額にある第三の目もはっきりしているが、これは本来准胝、馬頭も有しており、本石仏群でも馬頭では明瞭

である。准胝では不明瞭であるが、額の白毫がないため、制作にあたって第三の目を意識していた可能性がある。

３．２　十一面観音立像２臂群　６件（表２－１、２－２）

　本群の石仏６件はいずれも左手を右手より上に挙げている。この中ですぐに判定できるものは、基壇に番号が書

かれているⅨ①２と、右手に長い錫杖を持ち方形の台座の上に立つⅣ８である（表２－１）。残りの石仏４件は光

背により円光２件、舟形２件に分けることができる（表２－２）。円光背をもつⅡ④17は「来迎印、持物なし」に

より17番補陀洛山六波羅蜜寺、Ⅵ②23は「右手与願印、左手華瓶を持つ」により33番谷汲山華厳寺像と判定される。

33番の実物（お前立）の光背は舟形であるが、図彙、掛軸ともに円光であり、このような図に従ったものと考えら
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龕と
配置

現在の札所
番号・名称 石仏の特徴 判定

本尊の特徴

A B

准胝観音坐像18臂

Ⅱ ① 11
深雪山上
醍醐准胝
堂

一面
蓮台に柄がある
２従者つき

→ 11
深雪山
上醍醐
准胝堂

実物（分身）、図彙、掛軸
　一面
　蓮台に柄がある
　２従者つき（実物未確認）

馬頭観音坐像（輪王）８臂

Ⅵ ③ 29 青葉山松
尾寺

三面
頭部に馬頭がある
光�背：二重円光、火炎
つき

→ 29 青葉山
松尾寺

図彙
　三面
　頭部に馬頭がある
　光�背：二重円光、火炎つき

実物（前）、掛軸
　三面
　頭部に馬頭がある
　光背：舟形

不空羂索観音坐像８臂

Ⅴ ①

16
又
は
25

音羽山清
水寺又は
御嶽山播
州清水寺

三面
羂�索を持つ、動物の頭
がある
光背：葉と法円模様

→ 9 興福寺
南円堂

図彙、掛軸
　一�面、羂索不明瞭
　光背：葉と法円模様

実物
　�一�面、羂索を持つ
　光背：蔓草と華模様

表１　三十三札所中同一像種のものが各１件の判定結果

龕と
配置

現在の札所
番号・名称 石仏の特徴 判定

本尊の特徴

A B

Ⅸ ① 2

紀三井山
金剛宝寺
（紀三井
寺）

基�壇に番号が書かれて
いる
光�背：舟形、縁に火炎
なし
右手：与願印
左手：華瓶を持つ

→ 2

紀三井
山金剛
宝寺
（紀三
井寺）

実物（前）
　光背：舟形、縁に火炎なし
　右手：与願印
　左手：華瓶を持つ

図彙、掛軸
　光�背：舟形、縁に火炎
あり

　右�手：錫杖（図彙）又
は数珠（掛軸）を持
つ

　左手：蓮華を持つ

Ⅳ 8 豊山長谷
寺

光背：舟形、梵字11
右手：長い錫杖を持つ
左手：華瓶を持つ
方形の台座に立つ

→ 8 豊山長
谷寺

実物、図彙、掛軸
　光背：舟形、梵字11
　右手：長い錫杖を持つ
　左�手：華瓶（実物、図彙）
又は蓮華（掛軸）を持つ

　方�形の盤石（実物）又は台
座（図彙、掛軸）に立つ

表２－１　十一面観音立像２臂群６件中簡単に判定できる２件の判定結果



れる。

　光背が舟形の石仏の中で、Ⅱ②24は特徴的な「光背周縁模様、左手の向き、持物なし」により24番紫雲山中山寺

像に相当する。本尊実物は光背周縁（頭光・身光の外側）全面に模様があるが、図彙、掛軸の図ではより狭い周縁

部に模様が描かれ、石仏はこれらに近い。Ⅶ⑤14は「光背頂部の○と蓮台模様、華瓶を持つ」ことにより15番新那

智山今熊野観音寺像となる。石仏光背頂部の○は、図彙で梵字を示している○をそのまま表現したようである。15

番本尊実物（お前立）の光背は新しいように見え、参考にし難い。なお、森下氏論文では、Ⅵ②23は26、Ⅶ⑤14は

15と考えられ、各々札が隣と交替しているようである。

３．３　聖観音立像２臂群　４件（表３）

　10番明星山三室戸寺の本尊は千手観音（秘仏）であるが、お前立ちは千手観音の名をもつ一面２臂の観音立像で、

図彙、掛軸ともその姿で表現しているため、このグループに入れている。

　本群の４件は、各々明確な特徴を示しており、区別しやすい。Ⅶ①10は「梵篋印（両手を重ねる）」、Ⅲ④21は「光

背が円光、放射光を示す」、Ⅷ①13は「胸の前に蓮華を持つ、光背に梵字５」、Ⅷ②28は「右手が上」により、表３

のように判定できる。十一面、聖を合わせた全立像２臂群中でも、右手を上に挙げる像は26番法華山一乗寺聖観音

以外にはない。なお26番掛軸の図は明瞭でないため、表に入れていない。
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表２－２　十一面観音立像２臂群６件中残りの４件の判定結果

龕と
配置

現在の札所
番号・名称 石仏の特徴 判定

本尊の特徴

A B

光背が円光の２件

Ⅱ ④ 17
補陀洛山
六波羅蜜
寺

光背：円光
来迎印
持物なし

→ 17
補陀洛
山六波
羅蜜寺

実物（前）、図彙、掛軸
　光背：円光
　来迎印
　持物なし

Ⅵ ② 23 応頂山勝
尾寺

光背：破損した円光
右手：与願印
左手：華瓶を持つ

→ 33 谷汲山
華厳寺

図彙、掛軸
　光背：円光
　右手：与願印
　左�手：華瓶（図彙）又は蓮
華（掛軸）を持つ

実物（前）
　光背：舟形
　右手：未確認
　左手：未確認

光背が舟形の２件

Ⅱ ② 24 紫雲山中
山寺

光�背：舟形、周辺部に
蓮華・蓮葉模様
右手：与願印
左�手：施無畏印（掌上
向き手首前）
持物なし

→ 24 紫雲山
中山寺

図彙、掛軸
　光�背：舟形、周辺部に蓮華・
蓮葉模様

　右手：与願印
　左�手：施無畏印（掌上向き
手首前）

　持物なし

実物
　光�背：舟形、蓮華･蓮
葉模様が全体にある

　右手：与願印
　左�手：施無畏印（掌上
向き指前）

　持物なし

Ⅶ ⑤ 14
長等山三
井寺（園
城寺）

光�背： 舟形、 頂部に　
○○と蓮台模様
右手：与願印
左手：華瓶を持つ

→ 15

新那智
山今熊
野観音
寺（観
音寺）

図彙、掛軸
　光�背：舟形、頂部に○○（図
彙）又は梵字（掛軸）と
蓮台模様

　右�手：数珠を持つ（図彙）
又は与願印（掛軸）

　左手：蓮華を持つ

実物（前）
　光�背：挙身光、梵字11
　右手：印を結ぶ
　左手：華瓶を持つ



３．４　如意輪観音

　如意輪観音坐像群は、２臂群と６臂群に分けられる。

３．４．１　如意輪観音坐像２臂群　２件（表４）

　石仏はともに半跏踏下像であるが、持物と放射光の有無、思惟であるかどうかで異なっている。Ⅷ③9の特徴「半

跏踏下、思惟でない、二重円光に放射光、持物あり」は、13番石光山石山寺本尊の実物（お前立）、図彙、掛軸い

ずれにも一致し、これに該当することは間違いない。一方、Ⅶ④15「半跏踏下、思惟、放射光なし、持物なし」像

は、図彙による７番東光山龍蓋寺(岡寺)本尊の特徴に一致する。ただ、７番本尊実物は如意輪としては珍しく結跏

趺坐で思惟でなく、掛軸も同様の姿を示している。石仏は、実物とは異なる像容を示す図彙かそれに近いものを参

考にしているようである。
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龕と
配置

現在の札所
番号・名称 石仏の特徴 判定

本尊の特徴

A B

Ⅷ ③ 9 興福寺南
円堂

半跏踏下、思惟でない
光�背：二重円、頭光に
放射光つき、化仏な
し
右手：蓮華を持つ
左手：与願印

→ 13 石光山
石山寺

実物（前）
　半跏踏下、思惟でない
　光�背：二重円、放射光つき、
化仏なし

　右手：蓮華を持つ
　左手：与願印

図彙、掛軸
　半跏踏下、思惟でない
　光�背：二重円、放射光
つき、５化仏つき

　右手：柄付宝珠を持つ
　左手：与願印

Ⅶ ④ 15

新那智山
今熊野観
音寺（観
音寺）

半跏踏下、思惟
光�背：二重円、小火炎
つき
右手：思惟手
左手：掌を膝に置く
持物なし

→ 7
東光山
龍蓋寺
（岡寺）

図彙
　半跏踏下、思惟
　光背：二重円、火炎なし
　右手：思惟手
　左手：掌を膝に置く
　持物なし

実物、掛軸
　結跏趺坐、思惟でない
　光�背：二重円、火炎な
し

　右手：施無畏印
　左手：与願印
　持物なし

表４　如意輪観音坐像２臂群２件の判定結果

龕と
配置

現在の札所
番号・名称 石仏の特徴 判定

本尊の特徴

A B

Ⅶ ① 10 明星山三
室戸寺

光背：舟形
頂部に三弁宝珠模様
梵篋印（両手を重ねる）
持物なし

→ 10
明星山
三室戸
寺

実物（前）、図彙、掛軸
　光�背：舟形、頂部に模様な
し

　梵篋印（両手を重ねる）
　持物なし

Ⅲ ④ 21 菩提山穴
太寺

光背：円光、円に突起
右手（下）：与願印
左�手（上）：華瓶を持つ

→ 28 成相山
成相寺

実物、掛軸、図彙
　光背：円光、放射光
　右手（下）：与願印
　左�手：蓮華（実物、掛軸）
又は華瓶（図彙）を持つ

Ⅷ ① 13 石光山石
山寺

光背：舟形、梵字５
右手（下）：与願印
左�手（上）：蓮華を持つ
蓮華は胸の前

→ 21 菩提山
穴太寺

図彙、掛軸
　光背：舟形、梵字５
　右手（下）：与願印
　左�手（上）：蓮華を持つ、蓮
華は胸の前

実物
　光背：舟形、梵字7
　右手（下）：与願印
　左�手（上）：蓮華を持つ、
蓮華は肩

Ⅷ ② 28 成相山成
相寺

光�背：舟形、頂部に宝
塔模様あり
右手（上）：施無畏印
左�手（下）：何かを持つ

→ 26 法華山
一乗寺

図彙
　光�背：舟形、頂部に宝塔模
様なし

　右手（上）：持物なし
　左手（下）：水瓶を持つ

実物（前）
　光背なし
　右手（上）：持物なし
　左�手（下）：水瓶を持つ

表３　聖観音立像２臂群４件の判定結果



３．４．２　如意輪観音坐像６臂群　４件（表５）

　いずれも輪王坐、思惟像である。この中でⅨ②1は基壇に番号が書かれているので問題はない。残りの３件は光

背で区別できる。Ⅲ③７は「二重円光、火炎付き」により14番長等山三井寺（園城寺）、Ⅶ②27は「舟形、光炎模様」

で27番書寫山圓教寺（図彙による）、Ⅱ③18は「舟形、模様なし」で18番紫雲山六角堂頂法寺（図彙による）像に

判定される。

３．５　千手観音

　千手観音では体の前の手に加えて多数の脇手がある。体の前の手は、確認できた本尊実物（付表１●印）では主

に４臂（合掌手と宝鉢手）（例外２臂：５番、６臂：12番）であるが、図彙、掛軸とも合掌手の上にさらに２臂を

もつ６臂の例がかなりある。一方、石仏では主に４臂で、６臂（Ⅵ④22）、８臂（図５）の例が各１件存在する。

本観音は坐像群と立像群に分けられる。

３．５．１　千手観音坐像群　３件（表６）

　本群中、Ⅶ③６の特徴「一面、円光の形」は６番壺阪山南法華寺本尊の図彙

像容と良く一致する。しかし実物、掛軸では「十一面、舟形」である。面数、

光背共に図彙を受け継いだと思われる。Ⅶ③６→６番石仏は、胸・腹部の６臂

の他に膝にも手があり合計８臂となっている（図５）。これは図彙で膝に脇手

２臂が載っており、それを佐吉が忠実に表現し過ぎた結果であろう（佐吉銘あ

り）。合掌手の上の手は短い蓮華を持ち、図彙に対応している。

　Ⅴ②３とⅧ⑤５は良く似ているが、光背頂部にある模様が異なっている。前

者は「宝塔模様」により25番、「三弁宝珠模様」の後者は残った５番となる。

本石仏中、三弁宝珠模様は多く刻まれており、判定に役立つ特徴とし難い。５

番紫雲山葛井寺の本尊実物は1041本の手を持ち、体の前の手も２臂（合掌手のみ）という珍しい姿であるが、図彙、

掛軸ともによくある千手観音の姿で、石仏も同様である。なお、25番御嶽山播州清水寺本尊実物の当時の像容は確

関・観音山の西国三十三所巡り石仏名表示札の再検討 15

龕と
配置

現在の札所
番号・名称 石仏の特徴 判定

本尊の特徴

A B

簡単に判定できる１件

Ⅸ ② 1 那智山青
岸渡寺

基�壇に番号が書かれて
いる
光背：舟形、模様なし

→ 1
那智山
青岸渡
寺

実物（前）、掛軸、図彙
　光�背：舟形、雲形模様（実
物、掛軸）又は光炎模様
（図彙）

残りの３件

Ⅲ ③ 7
東光山龍
蓋寺（岡
寺）

光�背：二重円、火炎つ
き → 14

長等山
三井寺
（園城
寺）

実物（前）、図彙、掛軸
　光背：二重円、火炎つき

Ⅶ ② 27 書寫山圓
教寺 光背：舟形、光炎模様 → 27 書寫山

圓教寺
図彙
　光背：舟形、光炎模様

掛軸、実物（模刻？）
　光�背：舟形、雲形模様
（掛軸）又はなし（実
物）

Ⅱ ③ 18
紫雲山六
角堂頂法
寺

光背：舟形、模様なし → 18
紫雲山
六角堂
頂法寺

図彙
　光背：舟形、模様なし

実物（前）、掛軸
　光背：舟形、雲形模様
　　縁に火炎つき（掛軸）
　　又は火炎なし（実物）

表５　如意輪観音坐像６臂群４件の判定結果

図５　体の前の手８臂の例
 （Ⅶ③６→６番）



認できなかった。また石仏舟形光背の光炎模様は判断の材料にし難い。図彙･掛軸で模様がなくても石仏で光炎模

様がある場合がよくあるからである（表７参照）。

３．５．２　千手観音立像群　11件（表７）

　像容が非常に似通って、明確な特徴を見出し難いものが多い。そのため細かな特徴を見る必要があり、表７では、

「光背」、「錫杖等の柄」+「頭光の輪郭」の項目を独立させ、本尊の特徴としては主として関わる図彙、掛軸のみ

をとりあげた。錫杖や三叉戟に付随する長い柄（「錫杖等の柄」：握っている手より下の脚横部分）は、実物の場合

必ず脇手群の前にあるが、図彙、掛軸の図では脇手の前又は後ろに表現されている。後ろの場合は脇手群の下から

脚横に見えている。本石仏群でこの柄がある場合、いずれも脇手の後ろである。また天衣については、図彙、掛軸

の図で、腕から下がった裾が足元で舞い上がっている場合と垂れ下がっている場合があり、表７ではそれぞれ「天

衣先上」、「天衣先下」と表現した。「頭光の輪郭」については後述する。

　千手観音立像群中、特徴が明瞭な「亀に乗る」Ⅵ④22と「頭上に化仏を掲げて持つ」Ⅲ②32は判定しやすい。各々

22番補陀洛山総持寺、16番音羽山清水寺像となる。ただ、石仏の「亀に乗るⅥ④22」でも脇手を頭の後ろに掲げて

化仏を持っているので注意が必要である。この化仏を掲げる手は、22番本尊では実物、図彙、掛軸いずれでも認め

られない。

　残りの９件から光背に放射光を示す２件を分離できる。Ⅲ①33の「舟形光背に放射光」は31番姨綺耶山長命寺本

尊に当てるのが順当である。Ⅶ⑥20の「挙身光に放射光」は、23番応頂山勝尾寺本尊の「放射光のみ（図彙）か円

光に放射光（掛軸）」に相当すると考える。それは当本尊の光背が、図彙、掛軸と

もに頭光のみで、宙に浮いた状態の多数の手を石で表現しやすくするために背景に

光背を付けた結果、挙身光となったと推測されるからである。

　舟形光背で放射光を示さない残り７件中、Ⅱ⑤19は石仏中唯一蓮台の花弁が二重

になっている（図６）。本立像群本尊でこの特徴を示すのは、図彙では30番竹生島

磯　辺　ゆ　う　・　裏　　　宗　久16

図６　二重の蓮弁
 （Ⅱ⑤19→30番）

龕と
配置

現在の札所
番号・名称 石仏の特徴 判定

本尊の特徴

A B

Ⅶ ③ 6 壺阪山南
法華寺

一面
光�背：円光（大円の中
に小円）、両円とも
火炎つき、模様なし、
頂部に宝珠模様
体�の前の手８臂、短い
蓮華を持つ

→ 6
壺阪山
南法華
寺

図彙
　一面
　光�背：円光（大円の中に小
円）小円火炎つき、模様
な し、頂部に模様なし

　体�の前の手６臂、蓮華を持
つ

実物、掛軸
　十一面
　光�背：舟形、蔓草模様
頂部不明（実物）又
は頭光に火炎つき・
模様なし（掛軸）

　体�の前の手４臂（実物）
又は６臂（掛軸）、
蓮華を持たない（実
物）又は不明（掛軸）

Ⅴ ② 3 風猛山粉
河寺

十一面
光背：舟形、光炎模様
　頂部に宝塔模様
体�の前の手４臂、蓮華
を持たない

→ 25
御嶽山
播州清
水寺

図彙、掛軸
　十一面
　光�背：舟形、光炎模様、頂
部に宝塔模様（図彙）又
はなし（掛軸）

　体の前の手６臂、蓮華持つ

Ⅷ ⑤ 5 紫雲山葛
井寺

十一面
光背：舟形、光炎模様
　頂部に三弁宝珠模様
体�の前の手４臂、蓮華
を持たない

→ 5 紫雲山
葛井寺

図彙、掛軸
　十一面
　光�背：舟形、頂部も含め模
様なし

　体の前の手６臂、蓮華持つ

実物
　十一面
　体の前は合掌手のみ
　　合計1041本の手
　光背なし

表６　千手観音坐像群３件の判定結果



宝厳寺だけである。掛軸では12番も二重であるが、共通している30番と判断したい。Ⅰ12は図彙に対応して裾が上

がった天衣があることから12番岩間山正法寺像のままとする。この天衣は、立像２臂群（聖観音、十一面観音）石

仏では全てに表現されているが、千手観音立像では図彙で裾が上がっている場合（表７「先上」）だけ石仏で表現

され、他では天衣そのものが省略されている（例外Ⅶ⑥20→23番：作者に問題あり、後述）。Ⅲ⑤31は光背の模様

から32番繖山観音正寺像とする。

　残り４件は錫杖等の柄の有無から２群に分けられる。この特徴は千手観音立像全体でみたとき図彙と石仏間でよ

関・観音山の西国三十三所巡り石仏名表示札の再検討 17

龕と
配置

現在の札所
番号・名称

石仏の特徴

判定

本尊の像容（図彙、掛軸）

主な特徴 光背

・�錫杖等の
柄の有無
・�頭光の輪
郭

主な特徴 光背

・�錫杖等の
柄の有無
・�頭光の輪
郭

簡単に判定できる２件

Ⅵ ④ 22 補陀洛山
総持寺

亀に乗る
頭�の後ろに化
仏を掲げる

舟�形、浅い蔓草模
様
頂�部に三弁宝珠模
様

・あり
・A → 22 補陀洛山

総持寺

亀に乗る
天衣先
　図：横
　掛：見えず

舟形、蔓草模様
頂部に模様なし

・なし
・ａ

Ⅲ ② 32 繖山観音
正寺

頭�上に化仏を
掲げる

舟形、光炎模様
頂�部に三弁宝珠模
様

・あり
・B → 16 音羽山清

水寺

頭�上に化仏を
掲げる
天衣先下

舟形、模様なし
・前にあり
・図：ｂ
　掛：なし

放射光を示す２件＊

Ⅲ ① 33 谷汲山華
厳寺 天衣あり 舟形、放射光模様 ・あり → 31 姨綺耶山

長命寺 天衣先上 舟形、放射光
・�図：後ろ
にあり
　掛：なし

Ⅶ ⑥ 20 西山善峯
寺 天衣あり 挙�身光、全体に放

射光模様 ・なし → 23 応頂山勝
尾寺

天衣先
　図：下
　掛：見えず

図：放射光のみ
掛：�円光・放射
光

・あり
　図：後ろ
　掛：前

残り７件―舟形光背で、放射光を示さない

Ⅱ ⑤ 19 霊麀山革
堂行願寺

蓮�台の花弁二
重

舟形、光炎模様
頂�部に特別な模様
なし

・あり
・なし → 30 竹生島宝

厳寺

蓮�台の花弁二
重
天衣先下

舟形、模様なし ・前にあり
・ｃ

Ⅲ ⑤ 31 姨綺耶山
長命寺

舟�形、花又は雲形
模様
頂�部に三弁宝珠模
様

・あり
 ・B → 32 繖山観音

正寺

天衣先
　図：下
　掛：上

図�：舟形、蔓草
模様、頂部に
三弁宝珠模様
掛�：舟形、雲形
模様、頂部に
模様なし

・�図：前に
あり
　掛：なし
・図：ｂ
　掛：ｄ

Ⅰ 12 岩間山正
法寺

蓮�台の花弁一
重
天衣あり

舟形、蔓草模様
頂�部に三弁宝珠模
様

・なし
・A → 12 岩間山正

法寺

蓮台の花弁
　図：一重
　掛：二重
天衣先
　図：上
　掛：下

舟形、模様なし ・なし
・ａ

Ⅵ ① 26 法華山一
乗寺

舟形、光炎模様
頂�部に三弁宝珠模
様

・あり
・B → 20 西山善峯

寺 天衣先下 舟形、模様なし

・前にあり
・�図：ｂ＋
ｂ
　掛：ｃ

Ⅵ ⑤ 4 槇尾山施
福寺

舟形、光炎模様
頂�部に三弁宝珠模
様

・あり
・C → 19 霊麀山革

堂行願寺

天衣先
　図：下
　掛：上

舟形、模様なし

・�図：前に
あり
　掛：不明
・ａ

Ⅴ ③

16�
又
は
25

音羽山清
水寺又は
御嶽山播
州清水寺

舟形、光炎模様
頂�部に三弁宝珠模
様

・なし
・A → 3 風猛山粉

河寺 天衣先下 舟形、模様なし

・図：なし
　�掛：前に
あり
・ｂ

Ⅷ ④ 30 竹生島宝
厳寺

舟形、光炎模様
頂�部に梵字１、三
弁宝珠模様

・なし
・B → 4 槇尾山施

福寺

天衣先
　図：下
　掛：上

舟形、模様なし
・なし
・図：ｂ
　掛：なし

表７　千手観音立像群11件の判定結果．図：図彙、掛：掛軸

＊：頭光の輪郭を省略



く一致している（表７）。例外は本尊にない化仏を持つⅥ④22→22番と天衣でも例外となったⅦ⑥20→23番だけで

ある。柄の有無で分けた残り２群の中をさらに頭光の輪郭で検討してみよう。千手観音立像の頭光の輪郭は図７の

とおりである（放射光を除く）。表７から、石仏での輪郭は全体として掛軸よりも図彙に近いと考え、以下では図

彙のデータを参照することにする。図彙で見られるのはａ～ｂ＋ｂで、ｄと「なし」は掛軸のみである。

　放射光の仏像を除くと、石仏ではＢタイプが最も複雑である。今要検討４件中の柄をもつ２件では、Ｂタイプの

Ⅵ①26を本尊（図彙）で複雑な頭光ｂ+ｂをもつ20番に、よりシンプルなＣタイプのⅥ⑤４をａの19番にあてたい。

他の千手観音立像では、Ｂタイプの石仏はいずれも本尊（図彙）のｂタイプに関連している（逆の場合ｂに対応し

てＡとなる例外が１件ある、後述）。最後の柄が無い２件の中では、本尊はともに頭光タイプｂで、石仏を判定す

る特徴とならない。Ⅴ③16又は25を３番風猛山粉河寺像とする理由は、Ⅴ龕の石仏（以前３、16、25の木札があっ

た）について、３番だけが残っており特に変更する理由がないからである。頭光タイプでは、本尊ｂに対し石仏で

はＢではなくＡで、上記例外にあたる。Ⅷ④30は残った４番槇尾山施福寺像となる。Ⅷ④30は光背頂部に梵字（キ

リーク）をもっているがそれに対応するものを千手観音立像本尊図彙11件に見出すことができなかった。図彙で４

番千手観音図に寺の開創時の本尊である「弥勒菩薩」と書かれているため、石仏では千手観音の梵字を改めて示し

ているのだろうか、ということが今のところの想像である。

４．石仏作者
　石仏には丹波佐吉以外の石工によるものもある。Ⅸ②１→１番とⅨ①２→２番は京都石工笹屋宗七・安政元年作

で（付表２）、丹波佐吉とは同時代である。また、Ⅱ③18→18番、Ⅱ②24→24番は佐吉とは全く異なる作風である。

観音山を領していた１）観音院に伝来する文書「由緒」15）（明治42年８月記）によると、当時上記二件の石仏はまだ

存在しておらず、その制作と一時的な仮御堂に置かれたままの石仏群を「岩屋」に安置するための募金が行われた。

そして翌年、上記二件の石仏が津の石工中嶋安兵衛により制作され、新岩屋に石仏群を安置、開眼供養が行われた

（明治43年10月11日記「開眼供養之次第」16）による）。

　上記４件以外で、佐吉の銘が一部でも確認できたものは21件、森下氏論文の15件に６件を加えることができた。

確認できなかった不明８件中７件は、作風から佐吉の作と判断して良いと思われる。「作」だけが確認されたⅧ②

28→26番のように台座側面が破損しているものが多く、そのために銘が失われた可能性がある。遠からず消えそう

な銘もあり、保存策が望まれる。残る１件Ⅶ⑥20→23番については、顔、光背、台座等佐吉の雰囲気を伝えている

が、技術がかなり劣っており、例外的表現も散見される。何らかの理由で本来の佐吉作の石仏が破損したため、破

損仏や他の石仏をモデルとして誰かに作ってもらったのではないかと推測される。佐吉の作を研究しながらも細部

まで観察しきれず、例外的な表現をもつことになったと考えられる。
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図７　千手観音立像頭光の輪郭のタイプ（放射光を除く）
石仏の「なし」は光背の模様によって頭光部分が区画され、特に線描が無いものである。
本尊の「なし」は舟形光背の輪郭があるだけで、頭光が描かれていないものである。　　



５．札の混乱の原因
　名札の変更を要する石仏は33件中19件となった。木札通りであったのは、他の石工による作風のはっきりと異な

るもの、単独で龕に入るもの、その他特徴が明瞭なもの等である。しかし、立像の石仏に対し半跏像の札がつくこ

ともあり、大幅な混乱がある。このような混乱の起こり方について考えてみたい。

　関町歴史クラブ資料中の写真（1990年５月22日）と表から1990年時点で既に本稿と同じ状態になっていることが

わかる。石仏の組み合わせが順不同である点については、上記「由緒」15）の、仮御堂に数体を合わせて安置してい

るとの記述から、仮御堂ごとに最初からほぼ今の状態になっていたのではないかと推測される。つまり、間違いが

起こった原因は、根本的には佐吉が制作した時、本体のどこかに刻んでおかなかったことと、順不同で制作したこ

とに由来するわけだが、その後の間違いの起こり方には２通り存在する。

　一つは龕内での札の小さな移動で、起こりがちである。2009年と2019年の調査時では、Ⅲ③７とⅢ④21の札が逆

になっている。また森下氏の論文（調査日不明）と本論文の状態を比べると、Ⅶ⑤14とⅦ④15、Ⅵ①26とⅥ②23の

札が逆ではないかと推察される一方、上記Ⅲ③７とⅢ④21については一致している。このような現象は、何らかの

理由で移動した札を異なる所に戻した、又は間違いを正す目的で移動したという時に起こりがちである。又余りの

煩雑さに、資料整理時に間違いを起こす可能性もある。

　もう一つは龕内、龕間の大きな札の移動で、それは札の更新時に起こりそうである。札は木製で、現在まで約

150年の間に何回か更新されたに違いない。Ⅳ８→８番豊山長谷寺十一面観音は、石龕内でさらに木の厨子に入っ

ている。この厨子の正面壁に木札が３枚釘打ちされている。その一つではかすかに「第八・・長谷寺」が読み取れ、

これらは古い木札と考えられる。すると現在の黒札と合わせて少なくとも４回作られたことになる。同様に独立し

ているⅠ12→12番岩間山正法寺でも２枚の古い札のようなものが龕内にある。関町は明治以降度々強風雨に襲われ

ており１）、また札の劣化速度は、現在の黒札でも消えてしまったものからはっきり読めるものまで様々で、置かれ

た状況で大幅に異なることがよくわかる。多くの石龕では何度も記述が消えたり、台風等によって札を失ったりし

ているに違いない。

　さらに注目される時がある。「由緒」15）による仮御堂から石龕への移転時である。石仏が３体安置されているⅤ

龕では、龕内、龕間の移動が共に起こっているが、実はⅤ龕の前にかなりの人数が入れる大きさの観音堂（関町歴

史クラブ資料写真、1989年12月25日撮）があった。観音堂は内陣で石龕内の石仏を拝せたが、後に台風で倒壊し石

龕だけが残った（木崎氏談）。観音堂がある状態では札は消え難く、失われ難いため、Ⅴ龕と他龕間の札の間違い

は起こり難い。そこで、木札の大幅な間違いが起こったのは観音堂建設以前で、特に仮御堂からの移転時の可能性

が考えられる。「開眼供養之次第」16）によると、石仏は白木の箱に納められ、車台に載って町を曳かれた上、供養

当日新たな岩屋に安置された。石仏は、観音山の整備中町で保管されていたのであろう。龕は石仏の大きさや数に

合わせた設計になっていると思われるので、それまでの仮御堂でのグループが維持されて一時保管されていたと考

えられる。一方、紀年銘がある11番造立からこの時までに約50年を経ており、木札は恐らく消えたり損傷したりし

ていたため、供養を期に更新されたのではないだろうか。移転作業の中でこの新木札配置に大きな間違いが起こっ

た可能性がある。なお、上記写真の観音堂は「由緒」時にはまだ存在していないと思われるが、いつ建築されたか

は不明である。この移転開眼供養時、「仮屋」で法要が行われている16）。観音堂が建築されておればそこで法要が

行われるはずで、仮屋であることから、開眼供養時にはまだ建築されていなかったと推測される。
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６．おわりに
　識別が難しい石仏もあったが、とりあえず全体を検討できたのは、佐吉が細部にまで拘って表現したからである。

比較対象としたのは、実物のほか図彙と掛軸の図である。この掛軸の図は図彙よりも実物に近いことが多いが、時

に実物より図彙に近い場合もある（表１～６）。つまり、掛軸の図が現地の御影とすると、御影は概ね本尊実物を

表しているが札所によっては実物とやや異なっていること、図彙はこのような御影を参考にしつつさらに異なる表

現にしている部分があることになる。本石仏群は図彙に一致することが多く、図彙での表現をそのまま受け継いで

いる例もある（Ⅶ④15→７番東光山龍蓋寺結跏趺坐・思惟でない如意輪観音を半跏踏下・思惟とする等）。しかし

図彙とは異なる部分もあり、佐吉は図彙を参考にしつつ、その他の情報も加えて石仏制作に当たったと考えられる。

このようなことから石仏の特徴が本尊実物と異なっている場合もあるので、札所名の確認にあたっては、再検討の

結論を示した付表２、付図１だけではなく本文、表１～７も参考にして欲しい。

　丹波佐吉の石造物は、当時かなり高価なものであった３）。非常に手の込んだ細かな細工で、細工しやすい砂岩を

使っているとはいえ、制作に時間も手間もかかったに違いない。佐吉の石仏でもこれだけ多数細密でしかも銘があ

るものがそろっているのは他にない。これは当時の関宿の観音信仰の深さと経済力を示すものであり、その後も地

元の方々の尽力により、仮御堂を作り、石龕に安置した上で、様々な修理を重ね保存されてきた。そのため今のと

ころ、かなり良い状態に保たれている。しかし現在石仏は劣化が進みつつあり、地元の皆さんの力を結集して、よ

り進んだ保存と広報の方策を工夫、展開して頂けるよう願うものである。

７．謝辞
　地元の木崎嘉秋氏からは写真他貴重な資料のコピーを多数頂いた。さらに紹介して頂いた亀山市歴史博物館館長

小林秀樹氏及び学芸員澤田ゆう子氏のご尽力により資料の由来が判明し、観音山を巡る経緯の理解に至った。合わ

せて心から感謝の意を表したい。調査を共にして意見交換をした紀伊半島交流会議の会員の皆さん、案内して頂い

た杉本賢三・佳代子御夫妻、調査資料のコピーを頂いた西田榮治氏、加茂元万氏に深謝する。
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 札所番号と名称（山号・寺号） 本　　　　尊 お前立ち他

1 那智山青岸渡寺 如意輪観音坐像（輪王）６臂　（年１回開扉） ●如意輪観音坐像（輪王）６臂

2 紀三井山金剛宝寺（紀三井
寺） 十一面観音立像　（50年に１回開扉） ●十一面観音立像２臂（非公開）

大千手観音（平成20年開眼）

3 風猛山粉河寺 千手観音立像　（絶対秘仏）
千手観音（秘仏）
（裏観音）千手観音立像
●（千手堂）千手観音立像（秘仏）

4 槇尾山施福寺 ●千手観音立像　（年１回開扉）

5 紫雲山葛井寺 ●千手観音坐像　（月１回開扉）

6 壺阪山南法華寺 ●千手観音坐像

7 東光山龍蓋寺（岡寺） ●如意輪観音坐像（結跏趺坐）２臂

8 豊山長谷寺 ●十一面観音立像２臂

9 興福寺南円堂 ●不空羂索観音坐像８臂（一面）　（年１回
開扉）

10 明星山三室戸寺 千手観音（秘仏） ●聖観音立像２臂、千手観音と称す

11 深雪山上醍醐准胝堂 准胝観音坐像18臂（平成20年焼失） ●（分身）女人堂准胝観音坐像18臂（年１回開
扉）

12 岩間山正法寺 千手観音立像（秘仏） ●千手観音立像

13 石光山石山寺 如意輪観音坐像（半跏踏下）２臂　（33年
および天皇即位に１回開扉）

●如意輪観音坐像（半跏踏下）２臂（慶長年間）
他に如意輪観音坐像（半跏踏下）２臂像あり

14 長等山三井寺（園城寺） 如意輪観音坐像（輪王）６臂　（33年およ
び天皇即位に１回開扉） ●如意輪観音坐像（輪王）６臂

15 新那智山今熊野観音寺（観
音寺） 十一面観音立像　（年１回開扉） ●十一面観音立像２臂

16 音羽山清水寺 千手観音立像（秘仏） ●千手観音立像

17 補陀洛山六波羅蜜寺 十一面観音立像　（12年に１回辰年開扉） ●十一面観音立像２臂

18 紫雲山六角堂頂法寺 如意輪観音坐像　（秘仏） ●如意輪観音坐像（輪王）６臂（近世）
他に如意輪観音坐像（輪王）６臂像あり

19 霊麀山革堂行願寺 千手観音立像（年１回開扉） ●千手観音立像

20 西山善峯寺 ●千手観音立像（月１回開扉） （脇本尊）千手観音立像

21 菩提山穴太寺 ●聖観音立像（昭和に忠実に再現）（33年
に１回開扉）（先代昭和43年盗難） 聖観音立像２臂

22 補陀洛山総持寺 ●千手観音立像　（年１回開扉）

23 応頂山勝尾寺 千手観音（秘仏）

24 紫雲山中山寺 ●十一面観音立像２臂　（月１回開扉）

25 御嶽山播州清水寺 千手観音坐像（昭和の作＊）（先代大正２
年焼失）

26 法華山一乗寺 聖観音立像（秘仏） ●聖観音立像２臂

27 書寫山圓教寺 如意輪観音坐像（輪王）６臂（昭和８年作）
（年１回開扉）

●（初代模刻？）如意輪観音坐像（輪王）６臂
（鎌倉時代）

28 成相山成相寺 ●聖観音立像２臂　（33年に１回開扉） 聖観音立像２臂

29 青葉山松尾寺 馬頭観音坐像（輪王）８臂（三面）　（秘仏） ●馬頭観音坐像（輪王）８臂（三面）

30 竹生島宝厳寺 千手観音立像　（60年に１回開扉） ●千手観音立像

31 姨綺耶山長命寺 千手観音立像、十一面観音立像、聖観音立
像の３体　（秘仏） ●千手観音立像

32 繖山観音正寺 千手観音坐像　（33年に１回開扉）（平成16
年落慶）　（先代千手観音立像平成５年焼失） 千手観音立像（修復中）

33 谷汲山華厳寺 十一面観音立像　(秘仏）（明治時代までは
33年に１回開扉） ●十一面観音立像２臂

付表１　西国三十三所札所本尊 　●：細部を参照したもの、印がない３札所は細部参照せず

＊：引用文献･資料の10）による。11）では大正とされている。
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龕 配
置

現在の札所番号と名称
（2020,6,2）

実際の石仏 判定

石仏像容 特徴 銘、作者 → 札所番号と名称

Ⅰ 12 岩間山正法寺 千手・立 照信花押 12 岩間山正法寺

Ⅱ ① 11 深雪山上醍醐准胝堂 准胝・坐・18臂 光背：円光（大円中に二重円）
柄のある蓮台と２従者

作師　照信花押
文久二戌年□ 11 深雪山上醍醐准胝堂

Ⅱ ② 24 紫雲山中山寺 十一面・立・２臂 持物なし （中嶋安兵衛）＊ 24 紫雲山中山寺

Ⅱ ③ 18 紫雲山六角堂頂法寺 如意輪・輪王・６臂 思惟 （中嶋安兵衛）＊ 18 紫雲山六角堂頂法寺

Ⅱ ④ 17 補陀洛山六波羅蜜寺 十一面・立・２臂 光背：円光
来迎印、持物なし 不明 17 補陀洛山六波羅蜜寺

Ⅱ ⑤ 19 霊麀山革堂行願寺 千手・立 不明 30 竹生島宝厳寺

Ⅲ ① 33 谷汲山華厳寺 千手・立 光背：舟形に放射光模様 不明 31 姨綺耶山長命寺

Ⅲ ② 32 繖山観音正寺 千手・立 頭上に化仏を掲げる 不明 16 音羽山清水寺

Ⅲ ③ 7 東光山龍蓋寺（岡寺） 如意輪・輪王・６臂 光背：二重円光、火炎付き
思惟 照信花押 14 長等山三井寺（園城寺）

Ⅲ ④ 21 菩提山穴太寺 聖・立・２臂 光背：円光、突起つき（放射
光） 照信（花押不明） 28 成相山成相寺

Ⅲ ⑤ 31 姨綺耶山長命寺 千手・立 □信花押 32 繖山観音正寺

Ⅳ 8 豊山長谷寺 十一面・立・２臂 右手に長い錫杖を持つ 不明 8 豊山長谷寺

Ⅴ ① 16又
は25

音羽山清水寺又は播
州清水寺

不空羂索・坐・三面・
８臂

光背：葉と法円模様
動物の頭あり 照信花押 9 興福寺南円堂

Ⅴ ② 3 風猛山粉河寺 千手・坐 照信花押 25 御嶽山播州清水寺

Ⅴ ③ 16又
は25

音羽山清水寺又は播
州清水寺 千手・立 照信花押 3 風猛山粉河寺

Ⅵ ① 26 法華山一乗寺 千手・立 照信花押 20 西山善峯寺

Ⅵ ② 23 応頂山勝尾寺 十一面・立・２臂 光背：破損した円光 照信花押 33 谷汲山華厳寺

Ⅵ ③ 29 青葉山松尾寺 馬頭・坐・三面・８
臂

光背：二重円光、火炎つき
頭に馬頭 作師　源照信花押 29 青葉山松尾寺

Ⅵ ④ 22 補陀洛山総持寺 千手・立 亀に乗る
頭の後ろに化仏を掲げる 照信花押 22 補陀洛山総持寺

Ⅵ ⑤ 4 槇尾山施福寺 千手・立 照信花押 19 霊麀山革堂行願寺

Ⅶ ① 10 明星山三室戸寺 聖・立・２臂 梵篋印（両手を重ねる）
持物なし 照信花押 10 明星山三室戸寺

Ⅶ ② 27 書寫山圓教寺 如意輪・輪王・６臂 思惟 照信花押 27 書寫山圓教寺

Ⅶ ③ 6 壺阪山南法華寺 千手・坐・一面
光背：円光（大円の中に小円
火炎つき）
短い蓮華を持つ

照信花押 6 壺阪山南法華寺

Ⅶ ④ 15 新那智山今熊野観音
寺（観音寺） 如意輪・半跏・２臂 光背：二重円光、小火炎つき

持物なし、思惟 花押のみ判別できる 7 東光山龍蓋寺（岡寺）

Ⅶ ⑤ 14 長等山三井寺（園城
寺） 十一面・立・２臂 照信花押 15 新那智山今熊野観音寺（観音寺）

Ⅶ ⑥ 20 西山善峯寺 千手・立 光背：挙身光、放射光模様 不明（作者に疑問＊） 23 応頂山勝尾寺

Ⅷ ① 13 石光山石山寺 聖・立・２臂 左手の蓮華は胸の前 □照信花押 21 菩提山穴太寺

Ⅷ ② 28 成相山成相寺 聖・立・２臂 右手上 作（以下不明） 26 法華山一乗寺

Ⅷ ③ 9 興福寺南円堂 如意輪・半跏・２臂 光背：二重円光、放射光
思惟ではない

□照□（かすかに花
押） 13 石光山石山寺

Ⅷ ④ 30 竹生島宝厳寺 千手・立 花押のみ判別できる 4 槇尾山施福寺

Ⅷ ⑤ 5 紫雲山葛井寺 千手・坐 不明 5 紫雲山葛井寺

Ⅸ ① 2 紀三井山金剛宝寺
（紀三井寺） 十一面・立・２臂 京都石工笹屋宗七 2 紀三井山金剛宝寺

（紀三井寺）

Ⅸ ② 1 那智山青岸渡寺 如意輪・輪王・６臂 思惟 石工京都笹屋宗七
安政元年 1 那智山青岸渡寺

付表２　関・観音山石仏の配置と像容および札所判定結果

＊：本文参照
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付図１－１　石仏配置と像容　Ⅰ～Ⅴ。各石仏下の札所と本尊の名称は修正したもの
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付図１－２　石仏配置と像容　Ⅵ～Ⅸ。各石仏下の札所と本尊の名称は修正したもの。＊：本文、付表１参照


